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　人ロの動き
一3月1日現在一
男4，296（一3）
女4，363（±0）
計8，659（一3）
世帯数2，253（＋1）

　　（）は前月比較



鼠
〃

う

　
葺
月
一
日
か
ら
第
二
回
町
議
会
定
例

会
揮
開
か
れ
で
鈴
ま
ず
。

　
会
期
は
二
十
七
鐵
叢
で
の
予
定
と
な

癒
で
騨
豪
す
。

　
初
臼
の
一
日
は
、
専
決
処
分
し
癒
平

成
七
年
度
期
西
購
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
専
淡
第
幽
暑
〉
巻
承
認
、
続
騨
で
、

畑
西
町
ま
ち
お
逡
迄
墓
金
の
設
置
、
管

．
理
及
び
処
分
緯
関
す
る
条
例
の
一
部
葱

改
正
ず
る
条
例
ほ
か
十
一
件
の
条
倒
改

正
を
可
決
。
次
騨
鐙
、
平
成
七
年
度
川

酋
町
一
般
会
計
補
鑑
予
算
（
第
六
号
）

及
び
川
西
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
鐙
離
算
（
第
四
号
）
ほ
か
五
件
の
特

別
会
計
と
皿
件
の
事
業
会
辮
の
補
正
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
四
田
．
か
ら
は
、
新
年
度
予
算
の
審
議

に
入
ゆ
ま
し
た
。
町
長
の
提
案
理
由
説

明
の
あ
と
、
各
常
任
委
員
会
の
調
査
を

経
で
、
会
期
沫
ま
で
に
は
平
成
八
年
度

離
算
が
成
立
す
る
箆
込
み
艶
す
。

％新年度予算嚢案）を

　記者団に公表

の姿予算（案平成8年度

（単位：％）円億52は総額

歳入の部歳出の部

〈歳入〉

その他の内訳

諸　収　入

　　　　3．4

分担金・負担金

　　　　1．7
地方譲与税

　　　　1．8

繰越　金
　　　　1．0
自動車取得税交付金

　　　　0．8
使用料及び手数料

　　　　0．8
財産収入
　　　　0．4
利子割交付金

　　　　O．2

そ，州、田1．警

町税
16．2

　　　　　　11．9

　　　県支

　　　出金

　　　　6．6　国庫
　支出金

　　　5．2
繰入金
　　4．5

農林水産業費

　12．9

　　　　民生費
纐　14。

公債費

10．5

土木費

15．9

　
　
　
費

　
　
　
生
8

費
　
　
衛
α

育
7
教
軌

地方交付税

　　42．1

その他

10．4

　
訳
　
内
　
の
　
　
7
　
1
　
5

齢
他
　
費
翫
費
翫
費
L

歳
の
　
防
　
工
　
会

く
そ

　
　
　
　
消
　
　
商
　
　
議

総務費

19．8

災害復旧費

　　1．4
労働費
　　0．4
予備費
　　O．3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
二
月
六
日
、
平
成
八
年
度
川
西
町
一
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

般
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
が
公
表
さ
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
町
の
一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
、
五

十
二
億
円
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
四
億

一
千
二
百
万
円
の
減
、
対
前
年
比
で
は

七
．
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
平
成
七
年
度
・
六
年
度
と
比
べ
る
と

減
少
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
平

成
五
年
度
は
四
十
六
億
四
千
八
百
万
円
。

三
年
連
続
し
て
五
十
二
億
以
上
の
予
算

規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
（
案
）
で
は
、
事
業
ご
と

の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
で
二
十

九
億
五
千
四
百
二
十
万
円
。
前
年
度
よ

り
三
億
六
千
万
円
の
減
、
比
率
で
は
十
．

九
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
一
般
・
特
別
会
計
（
案
）
の
総
額
は

八
十
一
億
五
千
四
百
二
十
万
円
。
水
道

事
業
会
計
予
算
（
案
）
は
歳
出
で
三
億

六
千
六
百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
は
次
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
八
年
度
は
、
川
西
町
が
誕
生
し

て
四
十
周
年
に
あ
た
る
ほ
か
、
第
五
次

川
西
町
総
合
開
発
計
画
（
平
成
八
年
度

か
ら
十
年
問
）
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
な
る
農
業
集
落
排
水
事

業
で
は
、
三
箇
地
区
で
五
月
に
一
部
供

用
開
始
。
公
共
下
水
道
事
業
を
加
え
る

と
、
平
成
八
年
度
末
に
お
け
る
町
全
体

の
下
水
供
用
可
能
率
は
七
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。



縷懸灘難瞬麟醐麗
　　　　　　　購馨霧轟麟難騰羅醗蟹翼鯵
区　　分 事　　　　　　　業　　　　　　　名 予　算　額

1夢を育む人・★不登校、いじめ対策 　　千円1，950

づくり 〔新規〕教育相談員設置事業（相談員1名）

適応指導教室事業（不登校対策：指導員1名）
（教　育　費） ★庚塚野球場リニューアルオープン（6月）

一
（オープンイベントは、群馬県太田市立商業高校（第68回選抜高校野球

大会出場決定）と地元高校との対戦。）

●〔新規〕派遣社会教育主事（体育担当）設置
｝

2健康で安心 ●〔新規〕あったかネットワーク推進事業 1，800

して暮らせる （事業主体：社会福祉協議会：高齢者、障害者援護ネットワークの形成）

地域づくり ●〔新規〕骨髄バンク事業（シンポジウムの開催） 140
（民生費、衛生費） ★〔新規〕受診者健康管理データバンク事業 1，913
（国保特別会計） （保健・福祉・医療情報のコンピューターネットワーク化）

3働く喜びに ●農業生産組織の統合再編の推進（法人化の推進） 300

あふれる産業 ●〔新規〕良質米生産対策事業（実証ほの設置：食味度向上栽培技術の確立実証） 240
・づくり ★水田営農活性化対策（〔新規〕転作とも補償奨励金ほか） 17，341

（農林水産業費） ●〔新規〕山間地域活性化総合対策事業（新町新田集会施設ほか） 61，000

4　快適で美し ★農業集落排水事業（仙田、三箇：5月供用開始、元町新町） 450，200

い環境づくり ★千手地区特定環境保全公共下水道事業 597，242

（土　木　費） ●道路改良舗装事業（改良6路線、舗装8路線、維持補修ll路線） 173，800
（農業・下水特別会計） ●ダム水系流雪溝整備事業（3導水路） 73，860

●都市計画街路整備事業計画の推進（千手地区） 1，972

●街なみ環境整備事業（〔新規〕上野地区集会施設整備）
一

●公営住宅建設事業（6戸集合住宅：10月完成） 108，955

★山野田原住宅団地造成事業 一
（事業主体：土地開発公社：売出し26区画）

5　楽しさ広が ★〔新規〕賑わい空間整備調査事業 3，000

るふるさとづ （千手地区：温泉等を核にして賑わいの場所を創造したい。）
くり ★中子ファミリーゴルフ場オープン（9月） 450，576

●農村アメニティ推進事業 7，550

（総　務　費） （仙田地区：住民の手づくりによる事業（集落案内看板等製作）により

地域の活性化を図る。）

★〔新規〕川西町誕生40周年記念事業（大まつりの実施ほか） 13，980

6　開かれた自 ★行政改革の推進（食糧費、補助金、交際費30％カット） 一
主的行政の推

進
★国、県との職員相互派遣交流 一

区　　分 事　　　　　　　業　　　　　　　名 町負担金
●〔新規〕身体障害者療護施設整備 　　千円2，064

（事業主体：社会福祉法人：六日町）

★県営かんがい排水事業 46，666

（農業用5ダム施設の集中管理を一部供用開始する。）
国　・　県　・

広域　関係
★県営防災ダム事業 34，040

（長福寺ダム：5月定礎式、坪山ダム：秋から貯水開始）

●広域基幹林道整備 4，200

●県営水環境整備事業 18，550

★国道403号渋海トンネル供用開始（10月） 一

⑬8．3．10
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十
年
ぶ
り
に

　
　
　
　
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

　
一
月
二
十
九
日
か
ら
降
り
始
め
た
雪

は
、
二
月
二
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
、

四
日
間
の
日
降
雪
量
の
累
計
が
三
三
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
町
で
は
、
昭
和
六
十
一

年
か
ら
十
年
ぶ
り
に
豪
雪
対
策
本
部
を

設
置
。
同
時
に
町
災
害
救
助
条
例
を
適

用
し
（
新
潟
県
災
害
救
助
条
例
も
併
せ

て
適
用
と
な
る
）
し
、
一
人
暮
ら
し
老

人
世
帯
な
ど
に
対
す
る
屋
根
雪
除
去
を

展
開
す
る
な
ど
の
対
策
に
あ
た
り
ま
し

た
。　
降
雪
に
よ
り
生
活
に
ど
ん
な
影
響
が

あ
っ
た
か
、
お
お
ま
か
に
次
の
項
目
ご

と
に
別
記
し
て
み
ま
し
た
。

積雪量の比較

S55年度（56豪雪）

S58年度（59豪雪）

◆
道
　
路

　
一
般
国
道
四
〇
三
号
の
大
倉
か
ら
大

白
倉
間
、
雪
崩
の
危
険
か
ら
交
通
止
め

と
な
る
。
ま
た
、
国
・
県
・
町
道
と
も

間
断
な
く
降
り
続
く
雪
の
た
め
、
除
雪

が
間
に
合
わ
ず
、
除
雪
の
体
制
を
緊
急

時
体
制
に
切
り
換
え
る
。

◆
教
育
・
保
育

　
中
学
校
で
は
、
二
月
一
日
、
二
日
の

両
日
が
繰
り
上
げ
下
校
、
三
日
は
休
校
、

五
日
に
は
始
業
を
遅
ら
せ
る
措
置
が
と

ら
れ
、
小
学
校
で
は
、
二
日
に
千
手
小
・

橘
小
・
仙
田
小
で
繰
り
上
げ
、
三
日
に

は
全
校
休
校
。
千
手
小
で
は
、
六
日
に

H7年度

m
O

C
【
σ4

400

350

300

250

200

150

100

50

％1塑025312尾　1015202528

墨、

聖

　　　　　　畿

　　　　　　　　騰

　　　　　　　羅響
降雪に消雪パイプが追い付かず、路肩から

堆積を続ける（寺尾町内にて）

一
部
学
年
で
繰
り
上
げ
下
校
と
な
る
。

　
保
育
園
で
は
、
三
日
と
五
日
を
希
望

保
育
体
制
と
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ

る
送
迎
を
休
止
。

◆
衛
生
・
福
祉

　
道
路
状
況
が
悪
く
、
駐
車
し
て
の
ゴ

ミ
収
集
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

二
日
か
ら
七
日
ま
で
ゴ
ミ
収
集
車
に
よ

る
収
集
を
休
み
、
十
日
町
市
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
へ
の
持
ち
込
み
の
み
の
体

制
と
な
る
。

　
川
西
町
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
二
日
か
ら
五
日
ま
で
、
緊
急
の
場

合
を
除
い
て
休
み
と
な
る
。

◆
交
　
通

　
二
日
午
後
か
ら
、
室
島
、
岩
瀬
方
面

へ
の
バ
ス
は
中
仙
田
ま
で
の
運
行
と
な

る
。
二
日
は
全
面
運
休
。
三
日
か
ら
八

日
ま
で
は
、
町
道
東
山
新
町
新
田
線
を

経
由
（
稲
葉
入
口
か
ら
観
音
様
入
口
の

間
）
し
て
上
野
ま
で
の
運
行
と
な
る
。

バ
ス
路
線
が
平
常
に
も
ど
っ
た
の
は
九

日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

◆
そ
の
他

　
二
日
、
岩
瀬
の
十
二
社
鳥
居
の
一
部

が
倒
壊
。
四
日
、
町
民
ス
キ
ー
大
会
が

十
八
日
に
延
期
と
な
る
。
五
日
、
童
子

島
地
区
に
あ
る
揚
水
場
（
ポ
ン
プ
小
屋
、

J
A
新
潟
川
西
農
協
仙
田
支
所
脇
）
が

屋
根
雪
の
た
め
傾
き
、
入
山
沢
川
転
落

寸
前
と
な
る
。

　
以
上
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
集
中
的
な
降
雪
で
し
た
。

屋
根
雪
処
理
や
道
路
の
確
保
等
大
変
ご

苦
労
の
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
豪

雪
対
策
本
部
で
は
、
雪
崩
の
危
険
が
ま

だ
あ
る
こ
と
か
ら
、
降
雪
が
平
穏
に
な

っ
て
か
ら
も
引
き
続
き
設
置
し
て
い
ま

し
た
が
、
二
月
二
十
九
日
午
後
五
時
を

も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
灘
　
懸
　

騨鱗

づ
　
ぺ

報
、

電
線
に
よ
り
か
ろ
う
じ
て
倒
壊
を

免
れ
た
揚
水
場

（
仙
田
・
童
子
島
に
て
）

8．3．10④
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グ

誌4

、
～
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奮》廓
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グ’愚

～
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雪
下
し
を
イ
ベ
ン
ト
の
乗
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
せ
つ
　
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
雪
隊
大
活
躍

　
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、

要
援
護
世
帯
の
屋
根
雪
対
策
を
長
年
の

宿
願
と
し
て
い
た
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
町
内
に

呼
び
掛
け
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
の
名
称
は
「
夢
雪
隊
」

（
代
表
者
　
上
村
保
弘
）
。
今
ま
で
、

雪
掘
り
に
苦
労
さ
れ
て
い
た
要
援
護
世

帯
や
福
祉
関
係
者
に
と
っ
て
の
「
夢
」

の
雪
掘
り
隊
と
な
り
た
い
。
屋
根
を

「
無
雪
」
に
し
た
い
。
接
待
の
心
配
の

い
ら
な
い
「
無
接
待
」
の
組
織
と
し
た

い
。
な
ど
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
隊
の
初
出
動
は
一
月
十
四
日
。
以
後

延
六
回
出
動
し
、
四
十
六
人
が
除
雪
に

従
事
し
ま
し
た
。
二
月
二
十
七
日
現
在

で
隊
に
籍
を
置
い
て
い
る
方
は
、
女
性

三
人
を
含
む
七
十
人
。
雪
国
で
あ
る
以

上
、
多
い
少
な
い
の
差
こ
そ
あ
れ
、
雪

下
し
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
夢
雪

隊
の
所
属
す
る
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
と
雪
掘
り
を

希
望
す
る
要
援
護
世
帯
の
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
間
い
合
わ
せ

は
智
六
八
－
四
六
四
七
ま
で
。

雪下しに励む夢雪隊メンバー

脳◎姫漁鴻漁漁漁漁漁漁漁漁漁蝿蝿蝿漁漁漁漁漁漁漁漁漁蝿漁漁漁漁漁漁

雪
つ
て
楽
し
く
つ
て
お
い
し
い
よ

　
二
月
十
日
か
ら
十
二
日
の
三
日
間
、

旧
臼
倉
小
学
校
を
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
、

パ
オ
ス
「
第
一
回
雪
国
体
験
キ
ャ
ン
プ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
群
馬
県
勢
多
郡
赤
城
村
に

あ
る
パ
オ
ス
・
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し
た
も

の
で
、
東
京
都
や
埼
玉
県
、
千
葉
県
な

ど
か
ら
小
学
生
三
十
人
、
中
学
生
二
人

が
参
加
。
ほ
ん
や
ら
洞
作
り
や
雪
す
べ

り
、
お
や
つ
に
天
然
雪
を
食
べ
る
な
ど
、

ひ
と
と
き
の
雪
国
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
の
後
援
事
業
と
な
っ
た
こ
の
キ
ャ

ン
プ
。
一
緒
に
過
し
た
職
員
の
も
と
に

子
供
達
か
ら
感
想
が
届
き
ま
し
た
の
で

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
ほ
ん
や
ら
洞
作
り
が
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。
の
っ
ぺ
汁
も
お
い
し
か
っ
た
。

子
供
達
の
持
ち
帰
っ
た
雪
の
お
土
産
に

は
ビ
ッ
ク
リ
。
三
人
の
思
い
出
話
と
い

っ
し
ょ
に
お
腹
を
こ
わ
さ
な
い
程
度
に

食
べ
、
残
り
は
フ
リ
ー
ザ
ー
に
大
切
に

し
ま
っ
て
あ
り
ま
す
。
』
（
川
口
市
の
斉

藤
史
和
君
兄
妹
か
ら
）

大
切
な
お
土
産
「
雪
」

第10回川西雪まつり

雪像作り大作戦入賞作晶

製作：三嶋会

★最優秀賞
　「いただきまあ一す！！」

縷

灘
繋
　
鰯
灘
難

　
　
　
　
難

・
轟棚

き

蘂

製作：孫六商店

★優秀賞
「ミッキーの春」

製作：あかね園職員互助会

★特別雪像賞
　「一寸法師」

　難縢

　
　
灌
離
、

翻
懸

　
　
灘
鱗

灘

　　　　鞘翻
　灘

蟻

　　※審査評：年々技術力がアップし、いずれ

　　劣らぬ力作ぞろいでした。39作品製作の
　　皆さんご苦労さまでした。

⑤8．3．10



穐

㌔、，

轟

ダンス甲子園

今
年
の
干
支
ネ
ズ

択
．
．
V
、

仮装人間バン馬レース

熱

晦蔭

義

バ　．

チ．

舞

「3／3，

訓

ぎ
灘

　
　
」
一
囑
娼
刀
亀
　
　
蜘

F
登

新
登
場
雪
上
フ
レ
ッ

　
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー

艮
　
　
　
ル
大
会

蓉

肇

’
き

灘

気
募
努
る

か
な

かわにしの空に

140の鳥人舞う

磯欝

　　飛び終えて
　　　rア～やれやれ」
臨織蹴＿灘欄職．

麹

簿

準備OK！　あとは飛ぷだ

　　　　　　　　　灘躍・・
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老
人
健
康
管
理
対
策
事
業
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
昭
和
六
十
三
年
五
月
か
ら
実
施
し
て
　
　
者
が
、
本
年
度
に
は
六
七
〇
人
に
激
減

き
た
「
老
人
健
康
管
理
対
策
事
業
（
湯
　
　
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
事
業
を
日

治
施
設
宿
泊
助
成
事
業
）
」
に
は
、
延
　
　
常
気
軽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
入
湯

べ
二
、
一
二
一
人
と
一
〇
、
九
九
〇
泊
　
　
税
免
除
事
業
に
切
り
替
え
、
該
当
の
皆

の
利
用
が
あ
り
、
健
康
管
理
と
老
人
相
　
　
さ
ん
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
な

互
の
親
睦
の
一
助
と
し
て
ご
利
用
い
た
　
　
事
業
展
開
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

だ
い
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
老
人
健
康
管
理
対
策
事
業

　
し
か
し
、
待
望
久
し
か
っ
た
温
泉
が
　
　
を
、
本
年
三
月
三
十
一
日
の
宿
泊
分
を

湧
出
し
、
昨
年
五
月
に
千
手
温
泉
と
し
　
　
も
っ
て
終
了
と
い
た
し
ま
す
の
で
お
知

て
オ
ー
プ
ン
以
来
、
連
日
多
く
の
方
々
　
　
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
前
述
の
趣
旨
を

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
　
　
ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
千
手

こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
平
成
六
年
度
　
　
温
泉
や
町
内
休
養
施
設
を
リ
フ
レ
ッ
シ

に
一
、
一
七
九
人
で
あ
っ
た
湯
治
利
用
　
　
ユ
施
設
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

決
定
版
「
ふ
れ
あ
い
の
里
か
わ
に
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
デ
オ
完
成

　
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
か
わ
に
し
（
代
表
高
　
　
す
の
で
、
希
望
の
場
合
は
同
会
の
事
務

橋
直
人
、
会
員
十
九
人
）
で
は
、
町
の
　
　
局
（
町
総
合
体
育
館
内
暦
六
八
ー
二
一

地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
の
　
　
六
七
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
、
一
年
間
か
け
て
撮
影
し
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
ん

て
き
た
町
の
四
季
や
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
　
　
　
齢
　
　
、
，
．
　
　
　
　
　
　
　
鼎

な
ど
を
編
集
し
、
二
十
二
分
の
ビ
デ
オ
　
　
　
馨
駄
監
　
謬
　
　
・
ー
■
ー
　
、
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋

テ
ー
プ
に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
．
貸
し
　
、
，
謎
毫
　
・
　
」
目
同

出
し
（
舞
）
は
、
教
育
委
員
会
（
総
、
．
寒
　
■
、
　
勅

合
体
育
館
内
）
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
　
磯
繕
醜
　
　
　
　
　
　
．
，
ー
…
…
嚢
…
録

ご
利
用
く
だ
さ
い
．
　
　
　
額
麟
，
　
　
，
婁
〃
会

同
会
で
は
、
自
宅
で
ご
覧
に
言
た
網
雛
澤
　
　
吠

い
な
ど
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
ビ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

オ
テ
ー
プ
の
実
費
代
程
度
で
ダ
ビ
ン
グ
　
　
灘
灘
講
　
　
　
＼
、
　
　
　
　
　
　
侶

を
行
い
ま
す
。
よ
り
良
い
画
質
で
映
像
　
　
…
轟
、
，
　
、
、
、
，
　
¶
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
馨
琳

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
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第18回

第11回

◆男子の部
◎小学生4年（1．5km）

　
ク
　
ー
　
パ
　
ン
印
－

　
に
ワ

日
グ

ー8

ゴ
月
力
2
ナ
績成の会

会
圏
井

キ
善
ス
親

T
J
、

田
4
i◆女子の部
ロ

：◎小学生4年（1．5km）
1
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レ
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哉
樹
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政
裕
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3
也
史
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輔
悟
一
3
太
司
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典
淳
行
6
士
兵
渉
也
広
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

拓
祐
裕
孝
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竜
敦
i
大
大
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継
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卓
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高
　
健
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尚
克
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年
　
　
力
　
　
　
年
　
　
　
　
　
　
生

桐
山
山
田
巻
水
5
坂
山
十
橋
山
桐
6
山
沢
沢
藤
口
野
　
山
山
橋
身
澤
坂
　
　
　
1
0

片
丸
丸
太
藤
清
生
登
丸
五
高
丸
片
生
丸
野
平
佐
田
平
学
丸
内
高
尾
平
登
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

①
②
③
④
⑤
⑥
小
①
②
③
④
⑤
⑥
小
①
②
③
④
⑤
⑥
中
①
②
③
④
⑤
⑥
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

渉（2年）

i◆リレーの部
ロ

1◎小学生男子（2km×3人）
1

①樋口恵美（仙田）：
　　　　　　　ロ②樋口未央（仙田）i
③平野菜菜子（千手）i
　　　　　　　ド④丸山慶子（橘）：
　　　　　　　コ⑤保坂陽未（千手）1
　　　　　　　ロ⑥高橋恭子（千手）：
　　　　　　　：
　　　　　　　：
①数藤岬（千手）：
　　　　　　　　②相崎朋子（千手）i
③片桐美穂（橘）i
　　　　　　　ロ④小林菜穂子（千手）：

　　　　　　　ド⑤高橋美恵子（上野）：
　　　　　　　1

◆一般の部（男子3km）：

　　　　　　　　じ①　中村繁之（坪　山）i

②　小林　眞（中仙田）i

　　　　　　　　ロ③登坂貢（赤谷）：
　　　　　　　　じ④　小林立雄（中仙田）：

　　　　　　　　し⑤太田正（中央町）：

　　　　　　　し　　　　　　　：①登坂春菜（仙田）i
②小林美貴（仙田）i
③村越恵（橘）i
　　　　　　　じ④蔵品みさと（千手）1
　　　　　　　ド⑤星名亜希乃（千手）：
　　　　　　　ロ⑥高橋咲子（仙田）：
　　　　　　　：
　　　　　　　＝
①小林由子（3年）i
②小林　優（3年）i
　　　　　　　I
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ガ
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バ
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田
B
チ
ー
ム



厳しい農業情勢、転作に暑協力をノ
（単位：a・kg）

集　落　名 生産調整対象
水　田　面積A

控　　除　　面　　積　　（内　　示） 転作目標面積
（ガイドライン）

（A－B）　C

集落間調整
面　　積　　D

転雛膿綴懸騰
繍灘嚢漿難灘　、
㈱　　　翁難
鑑　　一　　灘、

潜在作付け面積の
見直しに係る分

加工用米生産

予定面積 小　計　B
東　　　　山 634．3 45．7 51．6 97．3 537．0 6．1 麗o趨一

水　　口　　沢 365．0 0．0 29．3 29．3 335．7 3．8 3雛．嚢

中　　屋　　敷 461．7 6．3 37．1 43．4 418．3 4．7 蓬欝懸

上　　新　　井 395．1 59．4 30．6 90．0 305．1 3．4 雛蓬．繋、、・

沖　　　　立 1，900．7 8．9 143．4 152．3 1，748．4 19．7 董親審裟1
伊　　　　友 1，179．4 4．0 90．5 94．5 1，084．9 12．2 塞藝艶霊

高　　原　　田 392．4 77．9 31．5 109．4 283．0 3．2 鎌聾．慧　1

坪　　　　山 483．5 76．3 39．0 115．3 368．2 4．1 蟹灘霊・11

霜　　　　条 462．8 23．6 36．9 60．5 402．3 4．5 盆欝．審　、、

鶴　　　　吉 193．7 3．0 15．5 18．5 175．2 2．0 ま籍．2P

謙『簾　　謙 『　　、窃護麗窃 薮㈱箋 護㈱蓬 薮麗窪 藩韮灘欝韮 脇茨 慧籔雛莚

上　　　　　野 1，050．8 112．4 85．1 197．5 853．3 9．6 綴欝．馨

元　　　　　町 633．4 2．9 51．2 54．1 579．3 6．5 、灘馨．＄

新町新田 761．9 23．8 62．4 86．2 675．7 7．6 醗8委　≒

下平新田 637．9 8．6 52．4 61．0 576．9 6．5 5鱒◆獲、襯P

三　　　　領 332．3 0．0 26．0 26．0 306．3 3．5 3懸2欝

小　　根　　岸 255．7 0．0 20．2 20．2 235．5 2．7 羅甥、81

一一灘』懸．謙 蓼，鰐2◆萄、．．、、 難蒙密 器譲、議 灘餐凄 議鍛蒙．◎ 錨薬 窓総＠銭

木　　　　落 1，048．2 0．0 82．4 82．4 965．8 10．9 蛎潅響

寺　　ケ　　崎 213．5 9．0 17．4 26．4 187．1 2．1 玉雛綾

塩　　　　辛 190．7 0．0 16．1 16．1 174．6 2．0 1棄羅β

仁　　　　田 1，065．2 3．0 87．9 90．9 974．3 11．0 勲縫慧、1

野　　　　　口 1，296．9 43．7 105．1 148．8 1，148．1 12．9 、難欝慧盤照

原　　　　田 424．2 23．8 34．5 58．3 365．9 4．1 3穣8　　、

根　　　　　深 393．6 79．1 32．1 111．2 282．4 3．2 墾簿琶P

下　　　　原 478．4 0．0 38．5 38．5 439．9 5．0 灘謎灘P　P
四　　十　　歩 36．0 19．2 2．9 22．1 13．9 0．2 難驚　　・

、橘　　　　欝鷺　P ．轟，墨難累．． 鐸簗8 醗瑠勲 護舗勲 蓬驕馨。◎ 雛蓬 遵翻◎縷

中　　仙　　田 447．0 67．1 36．5 103．6 343．4 3．9 3欝懸P1

室　　　　島 342．9 161．0 28．1 189．1 153．8 1．7 霊麗．塗

小　　　　脇 251．3 105．1 21．5 126．6 124．7 1．4 塗器．響…

高　　　　倉 149．7 264．0 12．7 276．7 一127．0 一127．0 o．＠

藤　　　　沢 10．4 6．5 0．8 7．3 3．1 0．0 ・31　P
田　　　　　戸 236．0 26．1 19．9 46．0 190．0 2．1 圭纏響

赤　　　　　谷 387．2 56．7 32．3 89．0 298．2 3．4 、盆≦鍵、豊

岩　　　　瀬 429．9 271．1 36．0 307．1 122．8 1．4 ・麹菱織IP

大　　　　倉 60．4 99．2 5．1 104．3 一43．9 一43．9 ＠癖

大　　臼　倉 303．4 72．9 25．6 98．5 204．9 2．3 、　　　　2礁．趨
小　　臼　倉 391．5 73．7 32．9 106．6 284．9 3．2

鞭P『欝『、欝 窓㊤麗墾 蓬，薯㈱護 麹雛蓬 菱灘翁趨 糞憲雛聾 一董雛．慧 塗鞠i6遜

川西町計 18，297．0 1，834．0 1，471．0 3，305．0 14，992．0 0．0 麟9鯉纏　、

集
落
で
の
調
整
を
踏
え

　
　
　
　
　
　
　
　
円
滑
な
転
作
実
施
を

　
二
月
九
日
、
各
集
落
に
対
し
て
平
成

八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
生
産
調

整
推
進
対
策
に
基
づ
く
転
作
面
積
の
配

分
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
生
産
調
整
は
、
昨
年
十
一
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
主
要
食
糧
の
需

給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
」

に
お
い
て
、
米
穀
の
需
給
の
均
衡
を
図

る
た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
新
た
に

位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
同

時
に
、
こ
の
生
産
調
整
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
市
場
原
理
導
入
の
な
か
で
需
給

の
均
衡
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
米
価
の
維
持
・
安
定
を
図
る
た
め

に
も
、
生
産
者
の
主
体
的
取
り
組
み
が

ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
良
質
米
生
産
地
で
あ
る
新
潟
県
の
し

か
も
魚
沼
地
方
に
あ
っ
て
、
思
う
に
ま

か
せ
ぬ
生
産
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

供
給
過
剰
に
よ
る
価
格
の
急
激
な
下
落

な
ど
、
農
業
を
取
り
ま
く
不
安
定
材
料

が
あ
る
以
上
、
避
け
て
通
れ
ぬ
間
題
で

す
。
ご
家
庭
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

集
落
で
も
充
分
な
話
し
合
い
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
転
作
に
つ
い
て
の
助
成
措
置

等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
お
配
り
し
た

「
平
成
八
年
度
新
生
産
調
整
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　叢蒙礫霧鋼蕪欝簾懸一覧欝鹸鍵灘
璽盤灘調整灘象購鰯鐵積鐵欄ぽ　調謹灘欝難懸
、灘麓灘難韻瀟灘灘積懸騰縫講懸灘難獲鶏
　叢　曝一縷灘灘懇礒謙礒麟
③難醗灘隣i㈱顯糊顯潜i灘馨1雛灘灘毒獲籔鑓磯
　繍竃撚巻灘1懸　簸灘麟薙穫ii購隣1醸i灘灘態懸繋

　雛　糠i難　養蕪灘欝瀬織錐難鞍維糠　譲歳灘
　禁i慶薇蟻維懇鍵i欝灘雛灘嚢灘毯蓬鑛穫鑛鍛譲
　灘灘趨⑳懇i謙叢蟻耀灘漿諜雛．

麹糊繍纐鐵欄灘墜灘鎌難i獺穫繕　鞭繊i緩灘鍍i謹
　懸雛灘懸灘灘繍灘繕鶏鐙翻翻灘翻騰懇灘i叢縷
　饗講灘灘輔難灘養獺灘糠　懸鑛i灘鰺藩簗簾纏懇
　纐鑛穫鱗嚢篠馨鐵穫灘．麟i灘鐘i麟購鍵難鱒
　嚢難灘隷慧欄饗雛．

顛轍縫簸繰鑛織魏難嚢灘羅顯纏翻懲　麟鐡
　灘繍灘綿③耀総繍雛難鵬欝雛蟻藁騒懸　叢際
　欝灘爾饗薫灘欝獺鋤i篠㈱灘灘灘叢爆叢灘
麟繋霧㈱調盤籔糠籔欄灘．鐵繍灘鶏鐙糠懸i叢麟：
　雛購饗難灘幾襲灘灘灘難i醗纒縢掘猿懇　鱗嬢F

　顯繋i轍灘顯難灘灘慧馨蕪
鱒騰撫翻縷鐵鞍難難灘霧総　藝麹糊繍繕
　難難総翻懸欝綴磯籔欄懸鐙繍欝海灘難灘驚
　灘籏獺i積i灘難醗礫i灘獺懸灘難籔獺購議懸鐡i繊
　謹懸漿叢嚢．　縦嚢懸爾雛繍i灘醐灘灘籔雛縢i襲

　i灘鐵灘璽議簗雛

8．3．10⑧



川
西
町
へ
の
歩
み
①

岩
瀬
金
　
子
　
幸
作

川
西
合
併
四
十
年

　
千
手
町
・
上
野
村
・
橘
村
・
仙
田
村

の
一
町
三
村
が
難
産
の
末
に
対
等
合
併

し
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
九

月
一
日
に
川
西
町
が
う
ぶ
声
を
あ
げ
て

か
ら
四
十
年
に
な
る
。
　
「
町
民
の
融
和

親
睦
と
住
み
良
い
豊
か
な
町
づ
く
り
」

を
合
い
こ
と
ば
に
、
心
を
合
わ
せ
て
新

町
建
設
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
を
評

価
し
、
い
っ
そ
う
の
発
展
を
願
っ
て
こ

と
し
は
多
彩
な
記
念
行
事
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
欄
で
も
合
併
四
十
周
年
を
記
念

し
、
南
雲
春
雄
町
長
か
ら
も
お
こ
と
ば

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
勢
を
得
て
、
有

史
以
来
の
変
せ
ん
や
合
併
に
至
る
ま
で

の
歩
み
を
か
え
り
み
、
埋
も
れ
て
い
る

ち
ょ
う
し
ょ
う

徴
証
伝
来
も
と
ら
え
て
川
西
町
へ
の
足

跡
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

文
献
、
史
料
の
引
用
や
口
伝
、
証
言
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
た
内
容
と
重
複
す
る
場
合
も
あ
ろ

う
が
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

越
後
国
と
魚
沼
郡

　
越
後
国
が
初
め
て
史
上
に
現
わ
れ
る

の
は
「
川
西
町
の
歩
み
ー
上
村
政
基
編
」

　
　
　
　
　
　
し
ょ
く
に
ほ
ん
き

に
よ
る
と
、
　
「
続
日
本
紀
」
の
文
武
天

皇
元
年
（
六
九
七
）
に
、
　
「
越
後
国
の

え
　
ぞ
蝦
夷
に
物
を
賜
う
」
と
あ
る
の
が
初
見

で
あ
る
。
当
時
は
今
の
北
陸
か
ら
越
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
の
く
に

羽
後
地
方
ま
で
を
総
称
し
て
「
高
志
国
」

と
呼
ん
で
い
た
。
越
前
、
越
中
、
越
後

の
三
国
に
分
か
れ
た
の
は
七
世
紀
の
終

わ
り
に
な
る
。
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

に
至
り
、
越
中
国
の
四
郡
を
割
い
て
越

後
国
に
属
さ
せ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、

魚
沼
地
方
は
こ
の
と
き
か
ら
越
後
に
属

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
み
ょ
う

　
平
安
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
「
和
名

し
よ
ヤ
つ抄
」
に
は
、
魚
沼
郡
を
構
成
す
る
郷
の

　
　
　
　
　
な
　
か

ひ
と
つ
に
「
那
珂
」
が
あ
る
が
、
中
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
た
　
き

に
は
「
妻
有
荘
」
ま
た
は
「
波
多
岐
荘
」

と
な
り
、
以
後
は
「
荘
」
が
「
庄
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
わ
り

な
り
、
と
き
に
は
「
津
張
」
と
い
う
地

名
に
な
っ
て
文
献
に
現
わ
れ
る
。

地
名
考
と
佐
野
学
説

　
地
名
は
地
形
、
歴
史
、
産
業
、
動
植

物
の
四
つ
の
事
由
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

ら
し
い
。
こ
の
説
に
し
た
が
え
ば
川
西
、

上
野
、
下
平
、
臼
倉
は
地
形
か
ら
、
ま

た
、
千
手
、
東
善
寺
、
祖
師
、
寺
ヶ
崎

な
ど
の
名
は
歴
史
に
由
来
し
て
付
け
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
産
業
の
面
で
は

山
野
田
、
水
口
沢
、
新
町
新
田
、
田
戸

等
が
こ
れ
に
当
た
り
、
動
植
物
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ぬ
き
ざ
わ
　
　
ど
う

鶴
吉
、
鶴
地
、
猿
沢
、
狸
沢
、
堂
（
と

　
　
は
な
　
　
お
　
き
だ
て

き
）
鼻
、
大
木
立
（
沖
立
）
、
藤
沢
な

ど
が
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
随
想
－
妻
有
郷
（
佐
野
良
吉
著
）
」

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
魚
沼
と
い
う
地
名
の
意
味
に
つ
い
て

　
い
　
お
ぬ
ま

は
五
百
沼
と
か
大
沼
と
い
う
説
も
あ
る

が
、
　
「
和
名
抄
」
の
中
に
魚
沼
が
「
伊

お
　
の
平
乃
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
魚
沼
は
「
五
百
野
」
の
借
字

で
あ
る
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
野

は
古
語
で
耕
地
や
集
落
を
指
し
て
い
る

の
で
、
　
「
五
百
野
」
と
は
数
多
い
耕
地

や
集
落
と
い
う
意
昧
に
な
る
。
魚
沼
と

い
う
の
は
、
魚
の
住
む
沼
と
い
う
意
味

で
は
な
く
て
、
小
さ
な
集
落
が
点
在
し

て
い
る
河
岸
段
丘
特
有
の
地
形
を
表
現

し
た
地
名
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
波
多
岐
は
機
器
で
、
こ
の
地
方
が
昔

か
ら
織
物
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で

地
名
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

い
っ
ぽ
う
で
、
ハ
タ
織
り
の
技
術
を
伝

え
た
帰
化
人
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い

　
　
し
ら
ぎ
ご

か
、
新
羅
語
の
ハ
タ
は
海
を
意
味
し
、

朝
鮮
か
ら
海
を
越
え
て
来
て
織
物
を
伝

え
た
集
団
の
帰
化
人
が
住
ん
だ
こ
と
か

ら
ハ
タ
キ
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
佐
野
良
吉
先
生
は
指
摘
さ
れ
る
。

　
妻
有
の
ツ
マ
は
ア
イ
ヌ
語
の
イ
ン
ゴ

サ
ク
（
ケ
シ
科
の
鎮
痛
剤
）
の
こ
と
、

昔
は
こ
の
地
方
の
一
面
に
イ
ン
ゴ
サ
ク

が
生
え
茂
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
地
名
を

ツ
マ
リ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、

妻
有
と
い
う
の
は
行
き
止
ま
り
の
意
味

で
、
信
濃
川
を
舟
で
上
っ
て
も
外
丸
か

ら
先
は
難
所
で
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、

外
丸
で
泊
っ
た
こ
と
か
ら
ツ
マ
リ
に
な

っ
た
と
か
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
津

張
は
ツ
バ
ケ
ル
（
崩
れ
る
）
と
い
う
意

味
で
、
信
濃
川
の
両
岸
に
発
達
し
た
河

岸
段
丘
の
断
崖
面
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

地
名
だ
と
も
い
わ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

自
山
神
社
と
千
手
観
音

　
　
　
　
　
　
　
お
お
と
も
の
す
る
が
ま
　
ろ

　
鎮
守
大
将
軍
の
大
伴
駿
河
麻
呂
が
、

ほ
う
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
に
陸

つ
の
く
に
　
　
え
　
ぞ

奥
国
の
蝦
夷
を
鎮
圧
し
た
。
そ
の
お
り

　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
ら

友
重
に
臼
山
様
の
祠
を
建
立
し
て
伊
勢

　
　
　
あ
ま
て
ら
す
お
お
か
み

の
大
神
（
天
照
大
神
）
を
祀
り
、
随
行

の
神
主
に
「
汝
は
こ
の
地
で
神
を
守
護

せ
よ
」
と
言
い
残
し
て
都
に
去
っ
た
。

　
え
ん
り
ゃ
く

　
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
に
、
こ
ん

　
　
さ
か
の
う
え
た
む
ら
ま
ろ

ど
は
坂
上
田
村
麻
呂
が
陸
奥
国
の
逆
徒

を
平
定
の
み
ぎ
り
伊
勢
平
治
に
野
営
し

た
時
、
観
音
様
も
夢
枕
に
立
っ
て
「
こ

　
　
　
　
　
　
さ
い
ど

の
地
で
衆
生
を
斎
度
し
た
い
」
と
告
げ

た
。
そ
こ
で
、
田
村
麻
呂
が
臼
山
神
社

伊
友
の
白
山
神
社

の
移
転
を
命
じ
た
ら
神
主
が
抵
抗
し
、

や
む
な
く
、
一
時
的
に
千
手
新
田
の
水

口
沢
に
観
音
像
を
安
置
し
た
。
こ
の
事

実
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、
今
の
孫

六
商
店
わ
き
小
路
の
付
近
に
宝
亀
八
年

　
　
　
　
　
　
こ
く

（
七
七
七
）
を
刻
し
た
古
碑
が
明
治
初

年
ま
で
存
在
し
た
と
、
山
野
田
の
元
老

　
　
み
や
し
げ
る
お
う

だ
っ
た
宮
華
翁
（
故
人
）
か
ら
聞
か
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
だ
れ
が
調
停
し
て
く
れ
た
か
、
後
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
た
て
の

和
解
が
成
っ
て
臼
山
神
社
は
字
立
野
に

社
殿
が
建
て
ら
れ
、
跡
地
の
友
重
に
堂

宇
を
建
立
し
て
千
手
観
音
が
安
置
さ
れ

た
。
そ
の
さ
い
、
臼
山
様
の
移
転
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ
と

対
し
て
守
護
の
士
卒
に
疎
ま
れ
た
社
掌

は
高
原
田
に
隠
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ら
か

朝
な
夕
な
、
臼
山
神
社
の
蔓
を
拝
し
奉

っ
て
神
に
仕
え
て
き
た
と
長
谷
川
正
已

宮
司
は
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

千
手
観
音
堂
と
仁
王
門

（
H
7
・
1
0
・
旧

　
　
　
仁
王
門
落
慶
法
要
よ
り
）

⑨8．3．10



町
行
造
林
作
業
班
員
の
募
集

　
町
内
の
町
行
造
林
地
内
で
下
刈
り
、

除
間
伐
、
技
打
ち
等
の
作
業
に
従
事
す

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
力
を

緑
の
森
林
づ
く
り
に
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
募
集
人
員
　
男
性
二
十
五
人

　
　
　
　
　
　
女
性
　
　
十
人

◆
採
用
条
件

　
①
町
民
で
心
身
共
に
健
康
な
方

　
②
男
性
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
刈
払
機
の

　
　
操
作
が
で
き
る
方

　
③
年
齢
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
現

　
　
在
で
七
十
歳
未
満
の
方

　
◎
募
集
人
員
を
越
え
た
場
合
は
、
技

　
　
術
、
資
格
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
し

　
　
て
選
考
し
ま
す
。

◆
賃
　
金
　
　
（
諸
手
当
含
む
）

　
男
性
　
日
額
八
千
五
百
円
以
上

　
女
性
　
日
額
七
千
二
百
円
以
上

◆
期
　
間
　
平
成
八
年
四
月
十
五
日
か

　
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
予
定
。

◆
就
業
時
間
　
始
業
午
前
八
時
、
終
業

　
午
後
五
時
十
分

◆
休
　
日
　
毎
土
曜
、
日
曜
日
及
び
祝

　
祭
日

◆
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
、
印
鑑
及

　
び
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者
は
免
許

　
証
持
参
の
う
え
、
農
林
課
林
政
係
へ
。

◆
締
め
切
り
　
三
月
二
十
八
日
（
木
）

◆
そ
の
他
　
短
期
特
例
雇
用
保
険
、
労

　
働
災
害
適
用
あ
り
。

虹
　
　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
贋

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

雪
祭
り
大
雪
の
止
む
目
安
と
し

鯛
焼
き
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
雪
祭
り

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

四
苦
八
苦
孫
初
め
て
の
ス
キ
ー
履
く

桃
の
花
活
け
て
初
雛
飾
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

浬
繋
図
に
幼
き
児
等
の
神
妙
に

手
づ
く
り
の
貝
雛
に
添
え
桃
一
枝

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

冬
籠
る
絵
本
何
度
も
読
み
返
し

雪
か
べ
の
高
く
大
空
せ
ば
め
た
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

孫
と
い
て
小
公
園
の
あ
た
た
か
し

一
椀
の
刻
み
し
ふ
き
の
と
う
香
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

豪
雪
に
独
り
ご
ち
つ
つ
屋
根
の
老

京
都
奈
良
よ
り
も
故
郷
の
春
恋
し

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

空
に
穴
あ
い
た
る
ご
と
く
雪
降
れ
る

習
わ
し
の
寒
九
の
あ
ず
き
が
ゆ
を
炊
く

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

見
守
ら
れ
伝
い
歩
き
や
初
節
句

初
孫
に
心
は
ず
ま
せ
ひ
な
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

湯
豆
腐
の
踊
る
一
つ
を
掬
い
け
り

片
言
の
電
話
の
雪
の
見
舞
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

山
川
の
瀬
音
も
な
く
て
春
寒
し

雪
囲
次
々
外
し
陽
を
呼
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

豆
撒
き
の
お
面
外
づ
し
て
母
と
な
る

雪
の
夜
民
話
せ
が
み
し
子
も
眠
り

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

招
か
ざ
る
客
長
居
す
る
余
寒
か
な

ド
ラ
マ
見
て
し
ば
し
余
寒
を
忘
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

布
団
干
す
窓
を
大
き
く
開
け
に
け
り

余
り
傘
借
り
て
帰
り
ぬ
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

き
さ
ら
ぎ
の
梅
の
一
枝
佛
前
に

き
さ
ら
ぎ
の
電
光
ニ
ュ
ー
ス
厚
木
駅

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

春
の
風
邪
と
て
茶
碗
な
る
卵
酒

一
合
の
酒
に
余
寒
を
梯
い
け
り

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

故
郷
よ
り
雪
の
山
よ
と
電
話
来
る

引
き
抜
け
ば
灰
か
に
温
し
春
大
根

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

き
さ
ら
ぎ
の
土
動
か
し
て
蕗
の
た
う

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

ま
た
一
つ
山
買
ふ
噂
雪
解
風

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

撒
き
し
豆
こ
ろ
が
り
出
ず
る
朝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や
ー
o

立
春
の
日
に
大
雪
の
あ
り
に
け
り
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ
　
・

ダ
ム
に
雪
積
む
を
ち
こ
ち
に
鴨
の
陣
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

前
の
家
隣
り
の
家
も
雪
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

豪
雪
の
故
郷
を
旧
友
と
語
り
け
り

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

雪
便
り
苦
労
偲
び
つ
な
つ
か
し
む

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

新
ら
し
き
障
子
の
内
に
籠
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

春
蘭
の
つ
ぼ
み
五
つ
と
日
記
書
く

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

街
灯
に
う
つ
り
て
消
ゆ
る
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

シ
ク
ラ
メ
ン
可
憐
に
咲
け
ど
外
は
雪

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

風
花
の
肩
に
来
て
す
ぐ
消
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

春
め
く
や
バ
ス
に
手
袋
忘
れ
来
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

鳶
を
追
ふ
鴉
の
お
り
て
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

飛
行
雲
尾
を
引
い
て
を
り
東
風
の
空

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

意
益
目

　　　一　　　　（敬称略）
広報発行に

ダイアパレス苗場
　　　　　　　　　　1万円
管理事務所町内出身者

暮らしのカレンダー

1⑪

　　　　　　　　　　　霧

心配ごと相談（高齢者コミセン）

11

12

13

14

15

16

17
心配ごと相談・行政相談
（克雪センター）

18 3歳児健診（保健センタ剛）

19 健康相談（保健センター）

20

21

22

23

24 心配ごと相談（総合センター）

25

26

27

28 納税振替日

29

30

1
　
　
1

3 心配ごと相談（総合センター）
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤

2

3

4

5

6

7 心配ごと相談（上野コミセン）

8

9
10

◎［コは日曜日。

◎時間など詳しくは、広報お知らせ
　版をご覧ください。

雪
崩
に
ご
注
意
を

　
気
温
が
上
昇
し
、
雪

崩
の
起
き
易
い
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
例
年
、

雪
崩
の
発
生
し
て
い
る

場
所
に
は
近
付
か
な
い

な
ど
、
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。



川西町国保診療所
（クリニック川西）では・

平成8年4月から、第3・
第4土曜日が週休休診日と

なります。

病
気
は
と
き
や
場
所
を
選
び
ま
せ

ん
。
早
期
受
診
、
早
期
治
療
を
お

勧
め
し
ま
す
。＼

り
〃
ノ

巴

倉
吻
、
ヲ

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

平
成
八
年
二
月
二
十
九
日
　
届
出

　
（
敬
称
略
）

中
仙
田

大岩赤田高小室

倉瀬谷戸倉脇島

中小樋高佐増小
村川口橋藤田林
昌二虎徳栄準義
弘三一平一一幸

中
條
与
之
助

み
ゐ
う
さ
き
み
ゆ
ら
き
ら
う
さ
き
も
ゆ
ゆ
う
き
も
う
ら
ゆ
ミ
も
う
ら
き
も
う
も
ゑ
る
も
も
も
ゆ
き
も
う
ム
ゆ
う
う
も
ゆ
き
ロ
う
も
ゆ
ミ
も
う
ひ
ゑ
る
　
う
き
ゆ
る
　
ゆ
も
う
き
ゆ
き
ゆ
ゆ
ゆ

馨
露
購
醇
闘
瞳
晒
醍
耀
睡
階
轟
ー
⑯
鷹

切り干し大根のサラダ

◆材　料（4人分）

　切り干し大根　　　20グラム

　わかめ（乾）　　　　4グラム

　カイワレ大根　　　　1パック

　キュウリ　　　　　1本

　白ゴマ　　　　　大さじ2

◆調味料

　ゴマ油　　　　　　　小さじ1

　しょうゆ　　　　　大さじ1

　酢　　　　　　　大さじ1

◆作り方

　①切り干し大根は水につけてもどし、ゆで

　　る。

　②わかめはもどしておく。

　③カイワレ大根は、根を取って2つに切る。

　④キュウリはせん切りにする。

　⑤①～④までの材料を調昧料で和え、白ゴ

　　マをかける。　　　　　　　　　　瀦

エネルギー

　44・kcal

たん白質

　1．79

カルシウム

　58mg

　骨粗しょう症予防の面か
らも、カルシウムを多く含

んだ食品を食べるよう心掛
けたいものです。

が
ん
治
療
の
決
め
手
は
早
期
発
見

　
　
　
　
　
　
　
1
検
診
へ

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
は
が

ん
で
、
四
人
に
一
人
が
が
ん
で
亡
く
な

る
時
代
で
す
。
私
達
の
体
の
す
べ
て
の

細
胞
は
「
が
ん
遺
伝
子
」
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
の
「
が
ん
遺
伝
子
」
が
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
す
と
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
変
化
し
ま

す
。
つ
ま
り
が
ん
に
か
か
る
の
は
、
特

殊
な
体
質
の
人
で
は
な
く
、
誰
も
が
が

ん
を
患
う
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
住
民
健
診
・
各
種
が

ん
検
診
の
申
し
込
み
取
り
ま
と
め
の
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
町
の
が
ん
検
診
に

よ
り
、
毎
年
数
名
の
方
が
早
期
に
発
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
、
命
び
ろ
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
検
診
を
受
け
る
方
々
は

年
々
減
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
手
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
「
自

覚
症
状
が
な
い
か
ら
…
」
「
忙
し
く
て
」

「
検
診
を
受
け
る
の
が
こ
わ
い
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
検
診
を
う
け
な
い
方
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
胃
検
診
を
例
に
と
る
と
、

検
診
で
見
つ
か
っ
た
が
ん
の
六
十
パ
ー

セ
ン
ト
は
早
期
が
ん
で
．
こ
れ
は
ほ
ぼ

全
部
治
り
、
残
り
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
も

約
半
分
は
治
る
と
い
う
。

　
日
本
は
、
世
界
一
の
検
診
水
準
を
も

っ
て
お
り
、
毎
年
定
期
検
診
を
受
け
て

い
れ
ば
、
死
に
至
る
恐
れ
は
な
い
と
ま

で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
大
切
な

行
こ
う
〃
”
1

検
診
を
受
け
な
い
こ
と
は
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

駿
遥
住
専
欄
題
硬
官
官
腰
待
翻

蓋
て
窪
誰
報
舞
溜

約
八
割
は
み
な
さ
ん
の
税
金
で
賄
わ
れ
鞠

て
い
ま
す
・
せ
っ
か
く
納
め
た
税
金
を
鱒

ぜ
ひ
自
分
の
た
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
・
躍

一
生
懸
命
仕
事
が
で
き
る
の
も
・
家
に
爾
晦

雛
塾
雑
勃
護
鵡

定
期
健
康
診
査
を
忘
れ
ず
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
検
診
の
申
し
込
み
は
、
配
布

し
て
あ
る
「
受
診
調
査
票
兼
申
込
書
」

に
記
入
し
、
三
月
二
十
日
ま
で
に
各
地

区
の
衛
生
推
進
員
さ
ん
へ
お
渡
し
く
だ

さ
い
。
お
勤
め
の
方
の
た
め
に
、
休
日

の
検
診
も
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
一
人

で
も
多
く
の
方
か
ら
受
診
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
や
困

っ
た
こ
と
な
ど
、
相
談
ご
と
に
は
い
つ

で
も
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
楽
に
住
民

課
保
健
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

行フてみよ

がな　　。

　
　
．
⑤

　
4
ノ

魚
ど
6

、
多

8．3．10⑪



」
暑
の
窓
袈
、
岬

葛
蓄
き
き
壕
葛
犠
毎
賑

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

入
沢

滋
野

井
口

き
．
う
す
け
克
之

匡
佑
　
　
　
　
上

　
　
　
イ
ッ
子

ま
い
裕
　
一

真
衣
　
　
　
　
野

　
　
　
恵
美
子

り
な
　
朗

里
菜
　
　
　
　
仁

　
　
　
由
里
子

野口田

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

鵜吾柳編
嘉好リ三ヨサ
吉一サ平ノイ
93　87　85　80　79　63

　　ハ　ハ　ハ　　　　
嘉キ　和可壮
　ヨ保
右工　義生六
）　）　）　）　）　）

坪上野元元高

（
2
月
1
日
～
2
9
日
届
け
出
分
）

山町口町町倉

新
一
年
生
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

，

＝器器器器器＝＝＝器器＝＝＝器＝器＝器器器＝器器器＝＝器＝器器器器器器器＝器＝器＝＝器器器＝＝

　　　　　　　　　　　　　　　ll．一　麟講1雛雛肇

　
二
月
二
十
八
日
、
四
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
の
日
々
の
交
通
安
全
を

願
っ
て
、
町
交
通
安
全
協
会
（
藤
田
隆

見
か
け
た
ら
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め

る
な
ど
、
や
さ
し
い
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
。
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醒娯高舘蓄縫、二．器島讐

》
「
キ
ー
ボ
ー
ド
を
弾
こ
う
」

6
年
生
登
坂
春
菜
さ
ん

策
会
長
）
か
ら
交
通
安
全
帽
子
と
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。
町
教
育
委
員
会
に
届
け
ら
れ
た

こ
の
品
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
、
入

学
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
児
童
に
手
渡

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
同
協
会
が
昭
和
五
十

五
年
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
十
六
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

黄
色
い
帽
子
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を

藤田安協会長から大塚教育長
に帽子等が手渡される

》
「
ク
ジ
ラ
に
の
っ
て
」

2
年
生
さ
い
き
ゆ
た
か
く
ん

3月10日国保診療所（高原田）
　　　（クリニツク川西）

　　　8　68－2034
　10日中条病院（中条）
　　　8　57一一3018

　17日上村病院（中里村）

　　　費　63－2111

　20日池田医院（本町西）

　　　8　52－2581
　24日大坪医院（四日町）

　　　奮　57－6100

　31日古藤医院（津南町）

　　　8　65－3001

※4月1日以降の計画に
　ついては決まりしだい

　お知らせします。

レ
「
ス
キ
ー
大
す
き
」

1
年
生
と
さ
か
あ
ゆ
み

｛
♂

▲「ボール投げ」

2年生ますださとるくん

さ
ん

㌔画鷺・
が

▲「鬼のお面」

2年生共同作品

入
仙
田
小
学
校
丁

　鯵’、

8．3．10⑫

▲「ソリすべり」

4年生登坂葉月さん

●休日救急医

レ
「
サ
ッ
カ
ー
」

3
年
生
高
橋
大
地

く
ん
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▲「バスケット」

　5年生高橋大輔くん

（4月号は川西中学校です）


